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レガシーシステム脱却を成功に導く

上流工程の進め方
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本日のアジェンダ

◼ 企業におけるITシステムの現状

◼ IT部門が担うべき役割

◼ 要求（事業要求、デジタル要求）を具現化する

（CANVAS-SA®）

◼ 具現化の ステップ１（背景の確認と共有化）
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企業におけるITシステムの現状
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企業のレガシーシステム保有状況

ある調査によると製造業の約8割がレガシーシステムを抱えており、それによりDX推進を阻害されていると指
摘しています。

IT部門にとってレガシーシステム刷新は急務ですが、これまで主に保守を担当していたのでIT構想や企画のや
り方が分からない、有識者がいないため大規模システム刷新に自信がないといった課題が多くの企業で見られ
ています。
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既にレガシーシステムはない 一部領域のみ、レガシーシステムは残っている 半分程度がレガシーシステムである

ほとんどがレガシーシステムである その他

8割近い企業がレガシーシステムを抱えている

出典：日経BP総合研究所『製造業DX調査レポート』（参考記事：https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00001/05463/）をもとに弊社で作図

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00001/05463/
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ITベンダーにも人材が不足

ITベンダーに要件定義を丸投げ
IT予算のほとんどが
保守費用に消費

業務部門のIT力が低い

DXプロジェクトのリーダー不在

IT部門の高齢化が進んでいる

現行業務の運用・保守で手一杯 経営者がIT投資に消極的
自社にIT企画提案できる

人材が不在

人材育成に割くマンパワーそのものが不足している

我々を取り巻く環境
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システム開発プロジェクトが失敗する理由

6

出典：日経コンピュータ『 ITプロジェクト実態調査2018 』をもとに弊社で作図
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Delivery
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ベンダー選定が不十分

開発体制が不十分

運用計画が現実の利用形態

に沿っていなかった

システムの開発作業の質が悪かった

システムの設計が不正確

エンドユーザ―への教育が不十分

テストが不十分だったり、

移行作業に問題があったりした

システムの企画が不十分

・適切でなかった

要件定義が不十分

12.5

14.8

18.2

18.2
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31.8

35.2

失敗の原因

成功

52.8%

失敗

47.2%

失敗の確率（2018年）

下記のデータから、企画や上流工程を原因としたITシステム構築/導入に失敗
が多く、DXを推進しようにも積極的になれない日本企業の実態が見て取れる。
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IT部門が担うべき役割
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DX推進に関わるIT化構想・実現の順序

事業アイデア創出フェーズ

◼事業やビジネスモデル変革の
アイデアを創出する

事業化検証・計画フェーズ

◼事業化やデジタル化を検証
しながら計画する

実装

◼事業開発をしたり、デジタ
ル化のためにITシステムを
構築したりする

欲求 要求 要件
事業アイデア

デジタル化テーマ

事業計画

デジタル化企画

• デザイン思考 • 概念実証（POC）

• マーケットリサーチ

• 要求分析

• MVP

• リーンスタートアップ

• IT企画

• ビッグデー
タ

• クラウド

• ソーシャル

• IoT

• モビリティ

DX推進
フェーズ

各フェーズ
の目的

キーワード

デジタル化企画デジタル化企画
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IT部門が抱える課題

・何から手を付けるべきか分からない

・これまで主に保守を担当していたので、
IT構想や企画のやり方が分からない

・現行システムの有識者が居ない

十数年ぶりにシステム再構築を行う

このような状況でも、IT部門が上流工程をきちんと出来ないといけない
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要求（事業要求、デジタル要求）を具現化する
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事業レベル

業務レベル

ITレベル

要件は満たしているか？

仕様どおりか？

効果は生み出せたか？システム化構想
（要求分析）

評価

要件定義

基本設計

詳細設計

プログラミング
（単体テスト）

結合テスト

システムテスト

運用テスト
ユーザ受入テスト

情報システム開発のライフサイクル
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２．上流工程方法論「CANVAS-SA®チャート」

ｽﾃｯﾌﾟ ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5 ステップ6 ステップ7 ステップ8

名称 背景の
確認・共有化

現状の
調査・分析

現状の診断
新システム課題

の統合化
ジョブ・

アーキテクチャ
システム・

アーキテクチャ
開発マスタ

プランの策定
新システム構想の報

告と承認

留意点
すぐ現状調査に

入ってはダメ

最大の知恵は
現場にある

実現性まで見据えた
真のニーズを導き出

す

よいコンセプトが、
情報システムの成功

へ導く

開発は一回、運用は
毎日である

技巧を凝らし過ぎず、
実現性と適合性を追求

する

目的は設定するもの、
効果は生み出すもの

意思決定者の思いを
くんで、熱き想いを

語る

考
え
方
の
流
れ

内容

新しい情報システム
を構想するに至った
背景を確認し、共有
化する。

対象業務および現行
システムを調査・分
析する。

問題点・ニーズを評
価し、対象範囲、改
善・改革の方向性お
よび解決の方向性を
明らかにする。

新システムの課題、
目的およびシステム･
コンセプトへの統合
を行う。また、意思
決定者に中間報告を
し、承認を得る。

新システム導入後の
業務のあり方（ビジ
ネスプロセス）につ
いて検討する。

ジョブアーキテク
チャに基づいてシス
テム化の実現手段を
検討する。

新システムの開発方
針を策定し、期待効
果および開発コスト
を見積もる。

システム構想を取り
まとめて意思決定者
に報告し、システム
開発の承認を得る。

主要

成果物

◇背景確認シート ◇業務情報ダイアグラム

◇SPECAアンケート

◇問題点・ニーズ一覧表

◇問題点・ニーズ調整表

◇問題点・ニーズ診断表

◇システム課題の
優先順位表

◇システム化目的・

システムコンセプト

◇BPチャート

◇システム運用方針

◇概念DBモデル

◇アプリケーション・ソフ
トウェア構成図

◇H/W,N/W構成図

◇システム開発方針

◇システム効果表

◇開発コスト

◇新システム構想書

開発業務

システム開発

初めてモノ創
りに入るべし

経
営
方
針
・
戦
略
・
目
的

真
の
ニ
ー
ズ現

場
の
ニ
ー
ズ

目
的

シ
ス
テ
ム
コ
ン
セ
プ
ト

業
務
課
題

シ
ス
テ
ム
課
題

マ
ス
タ
プ
ラ
ン

意
思
決
定

シ
ス
テ
ム
・

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

無駄なもの
を削除－

不足している
ものを追加 ＋ ジ

ョ
ブ
・

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

変革のための3つのSTATE

Present Transition Future

Present

Transition

Future

Present

Transition

Future 移
行

設
計

製
造

検
証

運
用

ビジネス分析（業務分析）フェーズ プランニングフェーズ

テーマに至った
背景

現場の実情
を調査

ニーズの分
析

新業務を
実現するた
めの道具立

て

統合
将来の

新業務を
デザイン

開発フェー
ズ

の計画
構想書策定
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具現化の ステップ１（背景の確認と共有化）
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Ｗ1-2-1 背景確認シート 作成日 年 月 日

部門名 業務名 作成者

① 現状までの経緯

◼ 環境

◼ 資源

◼ 歴史

② 目標観

◼ 企業レベル

◼ 部門レベル
＜利用部門＞

＜情報システム部門＞

④ 新システムとして取り組むべきテーマ

③ 問題点・ニーズ

◼ 業務面

◼ システム面

⑤ トップの意向
◼ 価値観
◼ 情報システム投資
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Ｗ1-2-1 背景確認シート （書き方の例） 作成日 年 月 日

部門名 業務名 作成者

④ 新システムとして取り組むべきテーマ

⚫ 契約書に基づいた情報提供により、的確な売掛
管理を可能にする など、上記③を解決し②に
なるような内容を考える

① 現状までの経緯

◼環境

⚫ 競合状況など、自社を取り巻く
ビジネス環境（外部環境）

⚫ 小回りが利くなど、自社の
特徴（内部環境）

◼資源

⚫ 経営諸資源（人・物・金・情報）

⚫ 特に情報システムの有無、
年間投資額、人材、周りの理解
など

◼歴史

⚫ 社長交代

⚫ トップの歴史的な決断

⚫ 情報システムの歴史

③ 問題点・ニーズ

◼業務面
⚫ データはあるのに欲しい情報が出てこない
⚫ 運用が複雑で、業務がITシステムに振り回され

るなど、業務遂行上うまくいっていないことや
要望

◼システム面
⚫ データの単位が大雑把である
⚫ 夜間バッチ処理が翌日の朝までかかる
⚫ 運用コストが増大している など、うまく

いっていないことや要望

② 目標観

◼企業レベル
⚫ 受注件数を10％増やす
⚫ 利益を5％上げる など、

企業ビジョンや戦略に直結する
企業目標（ありたい姿）

◼部門レベル
＜利用部門＞
⚫ 残業を半分にする
⚫ 客の問合わせに30分以内に

答える
⚫ 納期を一日短縮する など、

効果的な業務のあり方

＜情報システム部門＞
⚫ ユーザクレームをゼロにする
⚫ 携帯電話を不要にする
⚫ 金を稼ぐ部門になる など 、

効果的な業務のあり方

※本例はボックスごとの例であり、ボックス間の関連はありません。

⑤ トップの意向
◼ 価値観
◼ 情報システム投資

⚫ 顧客満足、敵に手強い相手と思わせる など、企業の価値観・倫理観・戦略
⚫ 管理水準の向上、社員の情報武装強化、情報システム投資 など、トップの期待
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IT企画研修1Day型「SA教室」

受講料金：55,000円（税込）1Dayコース

https://www.linpress.co.jp/lp_sa

事例 理論・モデル講義

次回

2022年11月15日(火)

2022年12月13日(火)

2023年 2月17日(金)

2023年 3月16日(木)

オンライン開催（Zoom）

https://www.linpress.co.jp/lp_sa
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実践・体験型 IT企画研修「STUD-SA」

次回

2023年1月19日(木)

~20日(金)

オンライン開催（Zoom）

受講料金：110,000円（税込）2日間コース

https://www.linpress.co.jp/lp_sa

演習講義 理論・モデル

https://www.linpress.co.jp/lp_sa

